
▽
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の

一
部
の
免
責
に
関
す
る
条
例
の

制
定

　
首
長
や
職
員
、
行
政
委
員
等

が
、
違
法
又
は
不
当
な
公
金
の

支
出
、
財
産
の
取
得
、
管
理
、

処
分
、
契
約
の
締
結
等
が
あ
っ

た
と
き
、
監
査
を
経
た
上
で
違

法
な
支
出
を
行
っ
た
首
長
等
に

対
し
、
自
治
体
が
損
害
賠
償
請

求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
善
意
で
重
大
な
過
失
が

な
い
場
合
に
限
り
、
首
長
等
に

対
す
る
損
害
賠
償
の
一
定
額
を

超
え
る
部
分
を
免
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

▽
幌
延
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
か
ら
国
民
の
生
命
や
健
康
を

保
護
す
る
作
業
に
従
事
す
る
職

員
の
勤
務
環
境
を
鑑
み
、
特
例

的
に
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
。

▽
幌
延
町
議
会
議
員
及
び
幌
延

町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　
候
補
者
間
の
選
挙
運
動
の
機

会
均
等
を
図
る
た
め
、
ハ
ガ
キ
、

自
動
車
、
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
の

選
挙
費
用
を
公
費
負
担
す
る
。

　
町
議
会
選
挙
に
新
た
に
15
万

円
の
供
託
金
制
度
を
導
入
す
る
。

▽
旧
サ
ロ
ベ
ツ
清
掃
組
合
最
終

処
分
場
周
辺
の
水
質
検
査
の
実

施
　
閉
鎖
か
ら
20
年
弱
経
過
し
て

お
り
、
環
境
へ
の
影
響
調
査
の

観
点
か
ら
検
査
を
定
期
的
に
実

施
す
る
。
豊
富
町
と
人
口
割
で

費
用
を
負
担
を
す
る
が
、
幌
延

町
の
負
担
は
33
万
円
。

▽
町
有
霊
柩
車
に
つ
い
て

　
先
日
の
町
政
懇
談
会
で
町
民

に
現
状
を
説
明
し
た
。
廃
止
の

反
対
意
見
は
な
く
、
令
和
２
年

度
で
廃
止
す
る
方
向
で
進
め
て

い
き
た
い
。

　
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
運
行
す
る
考
え
。

▽
幌
延
深
地
層
研
究
計
画
に
つ

い
て

　
令
和
２
年
度
中
３
回
の
確
認

会
議
を
開
催
し
た
。
調
査
研
究

成
果
報
告
、
調
査
研
究
計
画
の

内
容
を
原
子
力
機
構
か
ら
説
明

を
受
け
た
の
ち
、
道
民
か
ら
募

集
し
た
質
問
に
つ
い
て
確
認
を

進
め
た
。
ま
た
、
三
者
協
定
に

則
り
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
研
究
後
の
埋
戻
し
は
、
国
内

外
の
技
術
傾
向
を
踏
ま
え
、
地

層
処
分
の
技
術
基
盤
整
備
が
で

き
れ
ば
、
埋
戻
し
の
考
え
方
を

示
し
て
も
ら
う
。

　
安
全
確
保
は
、
坑
内
火
災
、

地
震
な
ど
予
期
せ
ぬ
事
態
に
備

え
、
訓
練
の
拡
充
、
情
報
、
デ

ー
タ
開
示
を
速
や
か
に
行
う
こ

と
。

　
５
百
メ
ー
ト
ル
の
研
究
は
、

有
効
な
可
能
性
が
あ
る
認
識
の

も
と
年
度
中
に
実
施
す
る
か
判

断
す
る
。

▽
幌
延
町
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
策
定
事
業

　
昨
年
度
か
ら
２
年
を
通
し
、

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全

体
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
計
画
書
の
策
定
に
あ
た
り
、

総
合
計
画
に
即
す
る
よ
う
、
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
基
本
構

想
、
酪
農
肉
用
牛
近
代
化
計
画
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
、
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
構
想
等
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。

第
8
回 

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
11
月
27
日

編
集
委
員
長　
吉
原　
哲
男

編
集
委
員　
齊
賀　
弘
孝

無
量
谷　
隆

西
澤　
裕
之

編 

集 

後 

記

　
12
月
末
か
ら
寒
い
日
が
続

き
、
積
雪
も
多
く
水
道
管
の

破
損
や
除
雪
作
業
等
で
、
大

変
ご
苦
労
の
多
い
冬
の
日
々

が
続
い
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
被
害
は
１
年
経

過
し
た
今
で
も
終
息
が
見
通

せ
な
い
状
況
で
す
。
昨
年
末

か
ら
は
変
異
種
も
出
現
し
、

更
な
る
感
染
拡
大
も
懸
念
さ

れ
ま
す
。
医
療
従
事
者
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く

の
国
民
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
が
終
息
し
て
、

そ
の
よ
う
な
心
配
の
な
い
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
願
っ
て

い
る
は
ず
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
が
み
え
な
い
な

か
、
マ
ス
ク
、
手
洗
い
、
消

毒
な
ど
、
私
た
ち
が
普
段
で

き
る
対
策
を
し
っ
か
り
心
が

け
、
皆
さ
ん
で
早
期
終
息
に

向
け
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

症
対
策
の
う
ち
、
特
に
院
内
感

染
を
防
ぐ
こ
と
や
、
救
急
患
者

受
入
動
線
の
簡
素
化
を
目
的
と

し
た
診
療
所
救
急
専
用
玄
関
の

改
修
工
事
実
施
設
計
委
託
料
２

百
71
万
７
千
円
新
規
計
上
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
受
託
収
入
１
百
82

万
２
千
円
の
増
。

㉄
１
百
82
万
２
千
円
に
な
る
根

拠
は
。

答
医
療
従
事
者
と
65
歳
以
上
の

高
齢
者
へ
の
優
先
接
種
１
回
分

を
想
定
し
て
い
る
。
１
回
２
千

70
円
、
８
百
回
分
。

㉄
副
反
応
へ
の
対
応
は
。

答
接
種
後
30
分
は
接
種
会
場
で

待
機
し
て
も
ら
う
。
帰
宅
後
に

具
合
が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
、

診
療
所
に
電
話
な
ど
で
相
談
し

て
ほ
し
い
。

㉄
希
望
者
だ
け
の
接
種
に
な
る

の
か
。
接
種
し
て
い
な
い
方
の

町
主
催
行
事
の
参
加
対
応
は
。

答
あ
く
ま
で
も
強
制
で
は
な
く

希
望
者
に
接
種
し
て
も
ら
う
。

接
種
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
行
事
か
ら
除
外
す
る
こ
と

は
当
然
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ

と
だ
。
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